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「熊本地震の被害検証と今後の課題」 
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■日経ホームビルダーとは？ 

■家づくりの実務情報誌 
 ・1999年創刊 
 ・月1回発行 
 ・予約購読制 
 
■提供する情報は大きく2本立て 
    ・技術系トラブルから得た教訓 
    ・繁盛店の経営手法 
 
■読者比率 
 ・地域の工務店など住宅会社が5割 
 ・建築設計事務所が2割 
 ・そのほかに建材メーカーや流通関係の方 
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■本日お話しする内容 

「熊本地震の被害検証と今後の課題」 
 
1.熊本地震の概要 
2.住宅の被害 
3.注目点①震度7が連続 
4.注目点②2000年基準の被害（現行基準の問題点） 
5.注目点③新耐震住宅の被害 
     （1981年～2000年の住宅の問題点） 
6.今後の耐震基準と業界動向 
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1.熊本地震の概要 
・最大震度7の地震が連続して発生（阪神はM7.3） 
・二つの断層帯に沿って余震が相次ぐ（6強2、6弱3、5強4） 
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1.熊本地震とは 
・本震では益城町と西原村で震度7を観測 
・震度6強も広範囲で（北は菊池市、南は宇城市、東は南阿蘇村） 
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2.住宅被害の概要 
・本誌取材班は、前震発生直後に益城町へ 
・国道28号と秋津川の間を重点的に取材 
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2.住宅被害の概要 
・宮園地区南側の被害 
・倒壊率がきわめて高かった「全壊地帯」 
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2.住宅被害の概要 
・宮園地区南側の被害 
・倒壊率がきわめて高かった「全壊地帯」 
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2.住宅被害の概要 
・宮園地区北側の被害 
・丘陵地の法面崩壊が目立った 
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2.住宅被害の概要 
・寺迫地区の被害 
・国道28号線沿いに大きな被害が各所で発生 
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2.住宅被害の概要 
・安永馬水地区の被害 
・国道28号と秋津川の間に大きな被害 
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2.住宅被害の概要 
・辻の城地区の被害 
・同じ造成地なのに被害のひどい箇所があり 
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2.住宅被害の概要 
・倒壊率は旧耐震、新耐震とも阪神大震災を上回る 
・新耐震の無被害は熊本20％、阪神46％（被害ありが多い） 
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2.住宅被害の概要（倒壊した建物を調査） 
・9割が柱頭柱脚金物の基準を満たしていない可能性 
・5割が筋かい端部金物の基準を満たしていない（3割未確認） 
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2.住宅被害の概要（熊本地震の位置付け） 
・熊本地震の被害は阪神・淡路大震災を上回る 
・2000年基準の妥当性を検証することに 
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3.注目点①震度7が連続 
・本誌は馬水のある街区を全数調査 
・前震で無事だったが、本震で倒壊した例を把握した 
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3.注目点①震度7が連続 
・本震で1階が崩壊した 
・基礎の隅部が損壊している 
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3.注目点①震度7が連続 
・本震で1階が崩壊したプレハブ住宅 
・鉄骨の部材が見える 
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3.注目点①震度7が連続 
・本震で1階が崩壊したプレハブ住宅 
・ 
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3.注目点①震度7が連続 
・柱が引き抜け、転倒するようにして倒壊した 
・ 
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3.注目点①震度7が連続 
・住宅が基礎ごと約1m、西に動いた 
・地盤がかなり動いたことが分かる 
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3.注目点①震度7が連続 
・連続して起こった影響をシミュレーションした結果 
・本震のみは最大変位155㎜、前震+本震は同378㎜ 
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4.注目点②2000年基準の被害 
・日本建築学会の悉皆調査によると倒壊7、全壊10 
・宮園地区（５棟）や辻の城地区（6棟）に被害が多い 

23 © 日経BP社2016 



4.注目点②2000年基準の被害 
・「震度7でも住める家」とするための四つの提言 
 
◎等級3の壁量を確保した上で 
 
1）壁量：余力抜きで等級3の1.39倍 
2）直下率：上下の耐力壁をつなげて地震力を伝達 
3）金物：施工ミスと金物の選定 
4）筋かい2Pをやめて面材で押さえる 

24 © 日経BP社2016 



4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・耐震等級2の住宅Aでシミュレーション 
 ※エヌ・シー・エヌの小谷竜城さんにウォールスタッ
トで作成していただいた 

 
▽耐震等級2の住宅の倒壊過程を動画で推定 
http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/atcl/bldnews/15/041500569/061000070/ 

 
 
 
・益城町で観測されたKiK-net益城の地震動の前震で揺ら
した後、本震で続けて揺らしている。33秒ぐらいから
本震による大きな揺れがみられる。本震後の倒壊現場
と同じ方向に、シミュレーションでも壊れた。 
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4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・耐震等級2の住宅Aでシミュレーション 
 
▽本震1回だけでは倒壊しなかった？ 
http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/atcl/bldnews/15/041500569/061400074/  

 
 
・耐震等級2の住宅Aに、熊本県益城町で観測されたKiK-

net益城の本震の地震動を1回だけ入力したときの挙動
を三次元でシミュレーションした。動画は南西側から
見た様子。1階の筋かいが一部破壊しただけで倒壊は
免れた。 
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4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・耐震等級2の住宅Aでシミュレーション 
 
▽建築基準法の地震動で倒壊するか？ 
http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/atcl/bldnews/15/041500569/062300096/  

 
 
・耐震等級2の住宅Aの軸組だけの状態に、南北方向と東
西方向に建築基準法が想定する極稀地震動を入力した
状態をシミュレーションした。結果は、どちらも倒壊
に至らなかった。 

・ただ、入力する地震動の向きで壊れ方の違いが見られ
た。東西方向のほうが南北方向よりも降伏する筋かい
が多くなるうえ、玄関付近の柱脚が引き抜けるなど、
損傷程度が若干大きくなった。 
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4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・耐震等級2の住宅Aでシミュレーション 
 
▽阪神・淡路大震災の地震動で倒壊するか？ 
http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/atcl/bldnews/15/041500569/062300098/  

 
 
・耐震等級2の住宅Aに、JMA神戸の地震動を入力した状
態をシミュレーションした。結果は倒壊しなかった。 

・倒壊しなかった理由の一つとして考えられるのが、
JAM神戸のほうがKiK-net益城の本震より破壊力が小さ
いことにある。 

・二番目に考えられる理由は、耐震強度の低い東西方向
に弱い地震動が入力したこと。 
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4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・同じ間取りの建物を等級１と等級３で比較 
・阪神大震災のJMA神戸波で実大震動破壊実験を実施した 
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4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・建基法ギリギリの「等級1」は崩れ落ちそうに 
・「等級3」の変形はわずかだが、安全限界を超えた 
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4.注目点②2000年基準の被害／壁量 
・構造用合板が外れ、筋かいが折れた 
・柱が、梁との接合部で折れて2階を支えきれなくなった 
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4.注目点②2000年基準の被害／直下率 
・柱や耐力壁について、上下階で合致していない 
・下屋など水平構面の剛性が低い場合は要注意 
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4.注目点②2000年基準の被害／金物 
・金物の施工ミスは要注意 
・選定の誤りも散見される 
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4.注目点②2000年基準の被害／筋かい 
・1.5Pや2Pの筋かいは、要求壁倍率を下回る 
・2Pは、特に圧縮時の耐力が低い 
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4.注目点②2000年基準の被害／筋かい 
・角度が急になると耐力は低下する 
・角度が緩やかになっても耐力は低下する 
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4.注目点②2000年基準の被害／筋かい 
・圧縮側の筋かいは、こんなに“しなる” 
・強度低下を防ぐには、面材で押さえるなどの対策を 
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4.注目点②2000年基準の被害／筋かい 
・筋かいの片側が外れると、揺れ戻した際に大変形する 
・大変形を防ぐ二つの対応策 

37 © 日経BP社2016 



5.注目点③新耐震住宅の被害 
・2000年に示された三つの告示 
・継ぎ手や仕口の構造と、壁のバランスに注意 
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5.注目点③新耐震住宅の被害 
・熊本地震の被災地で見かけた接合部の曖昧基準 
・既存“耐震”不適格の事例 
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5.注目点③新耐震住宅の被害 
・木耐協の分析では、2000年基準適合住宅はごくわずか 
・81年頃は評点も低く、徐々に評点は上がっていく 
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5.注目点③新耐震住宅の被害 
・耐震補強の効果を実大破壊実験で確認 
・補強無しは倒壊、補強アリも大きな被害を受けた 
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5.注目点③新耐震住宅の被害 
・筋かいに代わって構造用合板を耐力壁に用いる 
・面材を留め付ける際、クギのめり込みに注意が必要 
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5.注目点③新耐震住宅の被害 
・クギがめり込んでいると、わずかな変形で急激に破損 
・クギ頭が合板に残り、柱や梁から引き抜けるのが正しい 
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●お知らせ 
・日経ホームビルダーは、 
 書籍「なぜ新耐震住宅は倒れたか」をまとめました 
・地震対策に役立てていただきたい一冊です 
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6.今後の耐震基準と業界動向 
・大手は繰り返し地震対応をアピール 
・制振技術を標準仕様にする動きも… 
 ⇒地域工務店はどう対抗するか 
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6.今後の耐震基準と業界動向 
・耐震基準を上げるべきか？ 
・実務者57.7％が「そう思う」 
・住まい手は「そう思う」が過半。「分からない」も３割 
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6.今後の耐震基準と業界動向 
・４号特例を存続すべきか？ 
・実務者53.2％が「廃止」 
・住まい手は「分からない」が4割超 
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6.今後の耐震基準と業界動向 
・構造チェック手法の見直し意向は？ 
・従来は「壁量計算」が６割 
・今後は「許容応力度計算」が4割超 
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6.今後の耐震基準と業界動向 
・住まい手が望む構造チェック手法は？ 
・「許容応力度計算」が3割 
・「分からない」が4割超 
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6.今後の耐震基準と業界動向 
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・顧客に勧める仕様は？ 
・従来も「耐震等級2」や「耐
震等級3」が主流 

・今後は、 「耐震等級3」や
「耐震等級3+制振」が主流
になる 



6.今後の耐震基準と業界動向 
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調査から浮かび上がる理想の工務店像 
① 耐震等級3を導入する 
② 壁量計算ではなく許容応力度設計を採用する 
③ 筋かいを構造用合板に改める 
④ 建て主の要望に応じて制振技術を導入する 
⑤ 地震対策の考え方を建て主に分かりやすく説明する 

 
 



「耐震住宅100％」 
住まい手、つくり手など 
すべての人を幸せにします 

 
ぜひ、実現しましょう 

  52 © 日経BP社2016 


